







































































































































































































































































































































































































































































































 10。蔵中氏は、 『梁高僧伝』や『広弘明集』 『大唐大慈恩三蔵
法師伝』 など中国の高僧伝類と 『碑幷序』 表現を比較検討し、 『碑幷
序』がこれら中国高僧伝を参照して記述されたこと、それは、






























































































































































































































無畏 来唐である。善無畏は玄宗朝 開元四年（七一六） 、大量
7の経典（梵本＝サンスクリット原本）を携え陸路を通って長安に入り、厚遇を以て迎い入れられた。その翌年、翻訳した『虚空蔵求聞持法』は当時日本から留学していた道慈によって日本へもたらされ、後空海に多大な影響を与えた。善無畏 最大の功績は、『大日経』 六巻を翻訳 （一行が筆記） したことである。これにより、中国に純密経典が一つ漢訳されたことになる　
善無畏よりやや遅れて長安に入ったのが金剛智である。中イン
















薩及諸仙所説吉凶時日善悪宿曜経』 （ 『宿曜経』 ）を訳出する不空も同時代の人物 不空の父は北インド 婆羅門族の系統をひく帰化人あるいはその子孫で、 母 ソグド姓 一つである康 （サマルカンド）姓である 、両親は幼 頃に失っている。その血筋や幼少期にはソグド人集落のある涼州に滞在していたこともあり、ソグド人とのつながりにより、不空が中央政界で力を握 た側面があるとい
う
 19。不空は金剛智の入寂後、インド・スリラン
































ための単なる高僧伝類からの潤色表現に過ぎず、実態として菩提僊那は「善呪術」ではなかった であろうか。本節 は 点
9について私見を述べていきたい。　
前節で触れたように、確かに、菩提僊那の具体的呪術に関する
































































































































る秦大蔵連喜達を貢進して出家させるために提出したもので、こうした文書は、 「優婆塞貢進文」と称される。ここで注目したいのは、 喜達の修したものの中に 「梵本陁羅尼」 として 「仏頂陁羅尼」など四種の陀羅尼が挙げられていることである。優婆塞貢進文は複数残されており、それらの中には何らかの陀羅尼記載があるものが多い。 【表２】は、 そうした優婆塞貢進文に見え 陀羅尼（史
10
【表２】優婆塞貢進文に見える陀羅尼
ÇÌ ÇË ÇÊ ÇÉ ÇÈ ÇÇ ÇÆ ÇÅ ÆÎ ÆÍ ÆÌ ÆË ÆÊ ÆÉ ÆÈ ÆÇ ÆÆ ÆÅ Î Í Ì Ë Ê É È Ç Æ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ると、この「梵本」も菩提僊那に導かれて 記載と考えて 問題ないであろう。では、 「梵本」とは何かが、次の問題 な 。正倉院文書には類似 表現として「唐 」 （ 『大日本古文書』巻三―
二二九頁など） ・ 「唐手」 （ 『同』巻十二―四七三頁）がある。これらは、将来経という意味で使用されているのだが、通常「梵本」と言う場合、 「サンスクリット原本」との意味合い 強いため、ここでもその意味と考えるべきなのであろうか。　
しかし、そこで注目しておきたいのが、天平八年十二月付の優
婆塞貢進文（表２―５）に 仏頂陀羅尼〈婆羅門音〉 」という表記があることである。 「婆羅門音」が掛かるのは「仏頂陀羅尼」なのか、その前にある「不空羂索陀羅尼」 「十一面根 陀羅尼にも掛かるのかは明らか はないが（恐らく全て陀羅尼 る以上、同様に掛かると考えるべきであろう） 、被貢進者である溝辺浄土は 少 くとも「仏頂陀羅尼」は で読むことができたことがわかる。翻って喜達貢進文をみると、同様に 仏頂陀羅尼」がある。上述したように、陀羅尼 初期密教の時代から密教にとっては重要な要素 して存在してい それは、多くインドの呪文に端を発している であり、それをそのまま音 して読むことが基本的には要求されている のであ
る
 28。そのように













































































































寺要録』では、天皇に代わり行える者は菩提僊那以外いないとまで言われている。天皇は、系譜的に神に連なる存在である。それと同等であるためには、 単 高僧であるというだけでは物足りず、何らかの付加価値があってはじめて（臨時的であれ）並ぶことができるのであろう。そして、その付加価値こそが、 「善呪術」者とみなされていたことであったのではないだろうか。何らかの呪力があるとみなされていた菩提僊那だからこそ、大仏の「開眼」を行うことができた――そのように考えることも可能 ろう。
【付記】本稿は、科学研究費助成事業基盤研究（Ｂ） （一般） 「前近代東アジアにおける術数文化の形成と伝播・展開に関する学際的研究」 （課題番号：
16H
03466 ） 、及び科学研究費助成事業基盤















































































































































唐洛京聖善寺善無畏伝。18　『酉陽雑俎』 巻三・貝編、 『宋高僧伝』 巻五・唐中嶽嵩山寺一行伝。19　中田美絵「不空の長安仏教界台頭とソグド人」 （ 『東洋学報』
　





























































































する一試論―禅の日本への初伝と 関連において―」 （ 『文化』
　
五七―三・四、 一九九四年） 、武田比呂男「 『日本霊異記』の密教
　
的信仰―病気治療と山林修 」 （ 『国 学』四五―一二 など。31　
ただし、 『碑
幷
序』序五・波線部では天平勝宝二年となって
　
いる。32　
本郷真紹「宝亀年間に於ける僧綱の変容」 （同『律令国家仏
　
教の研究』 、法蔵館、二〇〇五年。初出は一九八五年） 。33　
一方で本文書には「文選上帙音」が見られ、その点について
　
は「大唐」を証明する存在でもあったことを、前掲注５拙稿で
　
述べている。
〈みずぐち
　もとき／本学准教授〉
